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名古屋馨科大學敷授 勝 沼 精 藏

序 言

肺結核 ノ豫後 ラ判 定 スル ノニ血液 ノ生物學 的反

磨 テ利用 スル コ トハ古 クヨ リ澤山 ノ文献 ガアル

ケレ ドモ肺結核 二於 ケル血液 ノ諸 反磨 ハ何 レモ

非特異 性 ノモ ノバ カ リデ絶 封的 ト云 フノハー ツ

モナ イカ ラ其 ノ豫後判 定ハ此 ノ方面 カラモ非常

二困難 トセ ラレテ居 ル ノ ミナラズ、更 二肺結核

ト云 フ疾 病 自膿 ガ種 々ナル臨躰的 「動 キ」テ示 ス

モノデ其 ノ豫後 テ号フル コ トハ最 モ出來 ニ クイ

(Bacmeister)ト 考 ヘ ラ レテ居ル。之 レ故 二出來

ルグケ廣 ク種 々ナル貼 二就 キテ検 索 ラ進 メ綜合

的 二其 ノ結果 テ考察 スル コ トニヨ リテ、初 メテ

朧氣乍 ラ其 ノ豫後 トノ間 二理 論的關係 ガ見出サ

レ學問的 二其 ノ豫後 テ推 定 スルコ トノ可能性 ガ

生 レル様 二思 ハ レル。

弦 二於 イテ余等 ハ合併症 ナキ肺結核 ニテ其 ノ死

亡スル直前 ノ歌態 テ出來 ルダケ多撒 ノ場合 二就

キテ注意 スベキー般状況 ノ観察 ト共 二血液諸反

鷹 ノ結果 ラ集 メ、其 ノ所 見 二到達 スル迄 ノ時間

的順序 ヲ検討 シテ先 ヅ生命 二封 スル豫後基準 ノ
　 　

根檬 ラ得 ン トシ次 イデ其 ノ経過虹 ビニ夫等 ノ時
　

二關 スル豫 後推定 ノ根嫁 ラ窺 ハ ン トシタ。周知

ノ如 ク豫後 ハ疾患 ノ診断 トハ異 ナ リ特 二症状 ノ

f動 キ」テ出來 ルグケ精 細 二撒野的(quantitativ)

ノ

二観察 シナケ レバナ ラヌモ ノデアルガ豫後 ノ判

定 ニハ實 二複雑 ナル條 件 ガハ イル カラナルベ ク

條件 テ簡輩 ニ シテ観 察 スル トイフッモ リデ年齢

ハ(;O-15ト シ、合併症 アルモノハ除外 シタfi

而 シテ其 ノ親察法 ハ昭和5年 教 室中井 ノ力説 シ

タ通 リー度 ノ所見 テ以 テスル ヨリモ、一定 ノ期

間 テ隔 リテ繰返 シ経 過 テ逐 ヒテ其 ノ所 見 子究 メ

連績 的二動的 二其 ノ結果 テ綜 合 シ、或ノ・夫等 ノ

自然 ノ状態 二於 ケル経過所 見二加 ヘテ人工的 二

手段 テ施 シテ其 ノ状 態 二動揺 ヲ生 ゼ シメ、其 ノ

動揺 二封 スル反慮状態 ヲ研究 シテ得 タルレ結 果テ

考察綜合 シ繰返 シ其 ノ「動 キ」ラ見届 ケナケ レバ

ナ ラヌ ノデ、現症 ト豫後判定 トノ間 ノ理論的關

係 テ求 メルニハ静的観察 デハ根嫁 ガ1毒弱 デ アル

ト云 フコ トガ謂 ヘル。

本日ハ時 間 ノ都合上取調 べ得 タ結果 ノ全般 二及

ブコ トガ不可能 デアルケレ ドモ目次 中二色 々ナ

條 項 テ纂 ゲタ ノハ何 レテ取'ソ テモ豫後判定 二縄

封 ナモ ノデハナ ィ ノデ、從 ・ソテ成 ルダケ多 ク ノ

所 見 テ綜 合観 察 スル ゴ トガ如何 二重要 デアル カ

テ現 ハ シタ イ意味合 デアル。

本 日ハ此 ノ目次 中 ノ撒個 ノ條項 二就 キ 子比較的

詳細 二述 べ他 ハ簡輩 二鯛 レル コ ト・シ、他 日雑
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誌 ノ上 二譲 ル コ ト・致 シタ イ。

本論 二入 ルニ先立 チ申上ゲ テ置 クベ キコ トハ、

引 用 シタ文献 二就 キテー 々申述 ベル暇 ノナ ィコ

トデ アル ガ、血液 ノ反癒 ノ模様 ハ多 ク ノ場合 日

本人 デハ隊米人 ノ報告 ト比 ベル ト多少多 カツタ

リ少 ナカツタ リスル ノデ、 主 トシテ日本 ノ文献

テ奪重 シテ考察 ラ シタ ト云 フコ トデ アル。

赤血球沈降速度(S.R)

赤沈速度 ・・、一般 二組織 ノ破壌 ノアル時 二檜加

スルモ'デ 、結核 二特異 ナル反慮 デ・・ナイケ レ

ドモ、結核 ノ非特異 性反慮中 デハ最 モ技術簡軍

デ、又肺結核 ノ臨躰経過 ノ濾長 トヨクー致 シ、

病勢不 良 ノ時持績 的高度 ノ促進 テ示 シ其 ノ経過

ト共 二減 少 ラ來 タ シテ、 肺結 核 ノ経過拉 ビニ豫

後観察 ニハ鋏 クベ カ ラ ザ ル 方法 トナツタコ ト

ハ、内外多撒 ノ文献 ノ示 ス通 リデ、弦 ニハ繰返

サ ナィ。特 二注意 スベ キノ、最近注意 セラ レタル

如 ク、重症 進行 性肺結核 ハ 疾患 ノ末期 二至 ル

迄、持 緬的 二高度 ナル促 進 テ示 スモ ノト、持績

的 二高度 ノ促進 テ示 セ シモ ノガ終 末期 二於 イテ

急激 ナル邊滞 テ示 シテ殆 ド正常値 二達 スルモ ノ

トノニ型 ガアツテ、後者 ノ歌態 ハ結核 ノ特異反

癒 タル「'ソベル ク リン」皮 内反慮 ヤ補盟結 合反慮

ノ消極 「ア子ルギー」二比 スベキ生物學的反慮 テ

呈 スルモ ノ ト謂 フコ トガ出來 ル。

皮 内反癒 ヤ、補禮結合反慮 ガ豫後判定 二償値 ア

リテ、組織 「ア レルギー」ト血清中抗膿含有 景 ト

ハ常 二必 ズ シモ蛇行 スルモ ノデナィ コ トハ、熊

谷教授 、佐 々木 氏等 ノ設 ノ如 久 余等 モ松 波、

寺 西 ト共 二之 レヲ認 メテ居 ル。 本 日ハ此 ノ冤疫

反 慮 ノ方ニハ入 ラザルモ、是等 ノ雨反癒等 ト赤

沈速 度 ノ濾極 「ア子ルギー」様 遅滞 ノ生 ズル状況

二就 キテモ、同様 ナル所 見 テ得 テ居 ル。弦 二余

等 ガ行 ツタ赤沈速度 測定 ヨ リ見 タル、肺結核豫

後測 定 ニツキテ行 ツタ實験 ノ線括 ダケラ極 ク簡

軍 二述 べ テ置 キタイ。

材料 ハ我 ガ教室及 ビ日赤療養所患者 テ合 セ絡数

(194)、 持 績 的 二検査 シ得 タルモ ノ(1・59)、潟 血

回数(1・1,L)5同)、 ソ ノ中死 亡 セ シモ ノ(55)デ ア

ル、此 ノ持 績的 二検 シタル159例 テ基 トシ此 ノ

死 二至 ル迄持績的 二検査 シタル55例 ノS.R.

値 テ要 約 ス ル コ ト ニ 依 リ、 圖 ノ如 キSchema

テ 得 タ(肺 結 核 デ ハ 此 ノ様 式 ヨ リ 死 二 至 ル モ ノ

ナ ラ ン カ)。 δ5例 中1-1例 〈Si%〉 ハS.R.滅 少

ノ傾 向 テ示 シ テ死 亡 シ、11例 ハ 高 キ 値 テ 緬 ケ

テ死 亡 セ リ.
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詳 細 ハ省 略 スル モ、此 ノ1一 山11一 谷 二至 ル各

時期 ニハ全 身症歌 二於 イテ、夫 々認 ムベ キ攣化

ヲ示 セ ル モ ノデ アル。 多撒 ノ中 ニハ此 ノ1谷

ガ、maskierenサ レテ居 ル コ トモアルケ レド

モ、1谷 ラ越 ヘ タル後 ハEPチll山 テ登 リ始 ム

レバ、艦 力 ノ蹴痩一層著 明 デ、僅 カナル條件 ノ

如何 二依 ツテ死 テ來 タ シ得 ル時期 二到達 セルモ

ノ ト考ヘ ラル。從 ツテ此 ノ時期 二死 セルモ ノノ・

高値 ラ保 ツ ト云 フコ トニナル。余等 ノ ・55例 中

11例(20%)・ ・此 ノ時期 二高値 テ保 チタル儘死セ

ルモ ノト解 スベ 久 他 ノ44例(80%)ノ 、値 ノ減

少 テ示 スニ至 ツテ、死亡 セルモ ノデ アル。

此 ノ11山 ノ前後 二於 イテ皮 内反磨、補艘結合

反慮 ノ陰性 トナル ゴ ト多 キ許 リデナ ク、次 ギニ

述 ブルGuttadiaphotヤ 血 型不安定性等々 ノ無

力歌 態 ガ前後 シテ現 ハ レ、生禮 ノ諸反 慮力 ガ此

ノ時期 二浩耗 二到達 シタルガ如 キ観 ラ呈 スルガ
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如 クデアル(巷 末総括 表参照)。

術1谷 以後 ノ30分 値 ハ他 ノ時間値 二蚊行 セズ

シテ、速 二正常値 二近 ヅ クコ トハ注意 スベ キ所

見 ニ シテ、斯 クノ如 キ傾向 テ重症患者 ガ示 ス時

ハ、死 ハ甚 ダ近 クー アル コ トテ豫想 セ シムル ノ

ミナ ラズ、1谷 ガmaskierenサ レ居ル時 ハ、

此 ノ3}分 値 ノ降下特 二急激 ナルテ認 メ得 ル カ

ラ、30分 値 ハ終末期患者 ノPrognosenstellung

ニ ハ鋏 クベ カラザルモ ノト思 惟 ス。

此 ノ30分 値 ガ如何 二重 要 ナルカ ・"次ギ ノ研究

ニ ヨリテ裏書 セ ラル。襲 二教室 二於 イテHsmo-

sedigraphlStammreich)二 於 イテ 其 ノ曲線 ノ

前牛 二肺結核患者病勢 二封 シテ甚 ダ鋭敏 二反慮

スル鮎 アルテ認 メ、余等 ハ新 ターWestergren

氏 標 準法 テ用 ヒタル赤血球沈 降反慮撮爲器1臨

床病理血液學雑誌第3巻 第3號 所載)テ 作製 シ

テ、赤沈反鷹 ノ初期 ノ歌 況 テ分解研究 セン ト企

テタ。慕眞圖示 二於 テ所謂Pr5agglutinations-

stadium(沈 降 當初 ノ沈降速度緩慢 ナル時期)テ

簡軍 二第一期 ト構 シ、次 ギ ーAggultinations-

stadium(沈 降速度 急速期)テ 第二期 トナ シ最後

二所謂Sackungsstadiumナ ル緩慢 ナル沈降速

度 テ呈 スル部分 ラ第三期 ト呼稔 シ1時 間20分

迄 ノ結果 テ窮 出ス、病勢 良好 二向 ヒ赤沈反慮輕

減 シ行 ク時、第二期 ノ膨 出部 ガ先 ヅ其 ノ「膨 ミ」

テ減 ジ、次4デGraphノ 終 末貼値(1時 間20

分値)ノ 輕減 ラ見 ル。其 ノ際第一期 ハ 次第 二長

サラ檜加 スルモ ノデ アル。第 一期 ハ,R粍 マデ降

下 スル時間 ノ長 サニテ定 ム。病勢重篤 二陥 ツテ

死 二直面 セル場合 二於 イテ赤沈 反慮輕減 二赴 ク

場合Graphノ ・病勢 良好 二向 フ状況 ト其 ノ態度

テ異 ニ シ、第一期 ハ著 明 ナル延長 テ認 メズ、尚

其 ノ正常値 二近 ヅ ク中間 二於 イテ境界不鮮明 ナ

ル階段様曲線 ノ爲出 セ ラル ・ハ ゴノ期 二特異 デ

ア ル 。

次 ギニ赤沈速度 ノ」曾加 シ行 ク場合 ハ第二期 ノ膨

出部 ガ先 ヅ其 ノ〔膨 ミ〕テ檜加 シ、然 ル後Graph

終 末鮎値 ノ檜加 テ見ル。而 シテ第一期 ノ長 サ ノ

増加 ハ病勢 ノ安定 二傾 キ、且病勢 ノ進行停 止 テ

豫想 セシメ、又第一期 ノ短縮 ハ病勢 ノ不安定性

テ表 ハ シ、病勢 ノ更 二増悪 スル コ トテ暗示 ス.

借1以上 ノ知見 ハ次 圖 ノ如 ク、

∠α一・kg鮎 ト1時 間20分 値 トテ結 ベル線 ト零線

トノナ ス角

∠rs・・起貼 ト1時 間20分 値 トヲ昭結 ベル上述 ノ線

ト起鮎 ヨ リ第二期 ノ〔膨 司 ヘ ノ切線 トノ

ナス角

1・・tii期 ノ長 サ

30 ノ

、

混r所
1

乙 、

噸 一 '{ }

【

,

'

乙β

「

ト定 ム レバ、其 ノ清長 二依 リテ更 二明瞭 二読 明

スルコ トテ得。即 チ∠αハ病症 ノ静的診断 二利

用 スベ 久 ∠β ハ∠α ノ 〔動 キ〕二先立 ッテ動

キ、疾病 ノ封犬況 ラ先 ヅ吾人 二暗示 スルモ ノデ、

1ハ 疾病 ノ安定性 テ示 シ、其 ノ短縮 ハ病状 ノ不

良 テ示 シ、其 ノ延長 ハ良好 テ示 スモ ノデ ァル ト

言 フゴ トガ出來ル。

此 ノ方 法 二依 テ良好 ニ シテ赤沈債 ノ小 ナル場合

ト重篤 ニ シテ、其 償 ノ減弱、正常贋 二近 ヅキ シ

モ ノ トハ其 ノGraphノ 示 ス像 二依 リテ明瞭 二

判定 スル コ トヲ得 ルニ至 ツタ(多 数 ノ表供覧)。

Zirm及 ビScherk・ ・1933年 二500涯%ノ

且eparin附 加3.6%Citrat。Blut二 依 ルS.R.

テAngina,GripPe等 二癒用 シテ、該疾病 ガ、

一見輕快 シCitrat-Blutノ 赤 沈速度 ガ普通 ニナ

リタル後迄Heparin-Citrat-Blut・ ・高値 テ示

ス ト稻 セ リ.

余 等 ハ肺結 核 二慮用 シテ200匙%且eparin二
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3.8%Citrat-BlutS.R.テ 試 ミ タ.自Pチ

且eparin-Citrat-BlutS.R.ハCitrat-BlutS.

R.二 比 シ テ 血 液 ノ不 安 定 二 封 シ、 甚 ダ シ ク鏡

一敏 二 反 慮 ス ル モ ノ ・ 如 ク デ
、Heparin。Citrat-

BlutハCitrat-BlutS.R.ノ 〔動 キ〕ヲ櫨 大 シ

テ 示 シ、 且 後 者 二先 行 シ テ値 ノ攣 動 テ吾 人 二 示

ス 。 終 末 期 患 者 二 於 イ テ ・・、 先 ヅCitrat-Blut

/S.R.ガ 減 少 シ、 且eparin-Citrat-BlutS.

R.ハ 後 迄 高 イ値 テ 縫 緬 ス ル 。 此 ノ ニ ツ ノ値 ノ

〔ズ レ〕テ 起 シ初 メ タ ル 時 期 ハ 死 亡 前3-15日 一

テ其 ノ後 ノニ ツ ノ値 ハ次第 二正常値 二近 ヅキ殆

ン ド正常値 二達 ス ル ヤ 且eparin-Ci七rat-Blut

S.R.ノ 値 トCitrat-BlutS.R.ノ 値 ガ 位置

ラ異 ニ シテ前者 ガ却 ツテ後者 ノ値 ヨ リ少 クナ

ル。斯 クノ如 キハ死 ノ愈 々迫 レル コ トテ想像 セ

シム(幻 燈 ニ テ表 テ示 ス)。

即 チ 且eparin-Citrat-BlutS.R.値 測 定 ハ在來

ノ方法 二補 足 シテ之 レヲ行 ヘ バCitrat-Blutノ

僅 少 ナル値 ノ〔動 キ〕テ鋭敏 二詮 明 スル方策 トナ

スゴ トテ得 ノセ様 デ アル。

血液滴 映像(Guttadiaphot)F血 液昇 映像

血液滴映像 ハ'数字 ニ ョツテ陽性度 テ示 スコ トガ

出來 ナ ィ不便 ガ アルガ乃'法ガ極 メテ簡輩 デ アツ

テ陽性度 ハ赤沈速度 ト拉行 スル所 見モ アル ノデ

豫後判定 ニハ用 フベキ方 法 ト思 フ。

色々 ナル種 類 ノ紙 二諸 種 ノ色素 ガー 定濃度 二染

色 セラ レテ居 ツテ、此 ノ上 一二滴 ノ血液 テ滴 下

シ其 ノ旗 ガ リタル像 テ検査 ス。紙 ハ血液 ト合 フ

ト毛管現 象 ニ ヨッテ其 ノ液罷iノ各成分 ガ各固有

ノ速 サニ テ紙 ノ間隙 テ侵 入 シ各異 リタル分布 テ

示 シ檬 々ナル滴像 テ示 スニ至 ル(診 断 ト治療 昭

和6年]月)。 弦 二注意 ス ベキハ正常、輕症、

中等度 ノ肺結核 ハ簡軍 二其 ノ像 ノ明暗 ノ形、邊

縁 ノ所 見 ニ ヨツテ嘔別 セ ラル ・モ ノデアルガ本

法 モ動 的 二度撒 テ重 子テ検 査 シ重症 ニシテ豫後

不良 ラ思 ハシムル時期 二至 レバ再 ピ正常 二近 キ

像 二復蹄 シ、他 ノ赤沈速度 モ減少 テ示 スニ至 ル

時 ト大膿一致 ラ見 ル コ トハ特 二注意 スベ キ所 見

プ ア ル 。

余等 ハ日本紙 二種 々ナル色 素 テ塵理 シテ國 製品

テ作 リテ比較検査 セル ニ重症患者 ニ シテ赤沈速

度 ノ高 キモ ノー;一見ル余等 ノ所謂 中間層(Zwisch-

enzone)ガ 極 メテ鮮明 二映 出 セ ラル ・モ ノガ豫

後不良 二向 ヘバ此 ノ中間層 ・・全 ク消失 シテ正常

又 ハ輕症患者 ノ如キ所 見 二戻 ル テ以 テ其 ノ判定

極 メテ容 易デ アル。 而 シテOriginalハ 夏 期 ニ

ハ余等 ノ名 ヅケタル中間層 ガ褒現 セ ヌタメ重症

者 ノ判 定 テナ ステ得 ザル テ以 テー般 二夏期 ハ使

用 二堪 エズ ト考ヘ ラレテ居 ルケ レ ドモ、動的 二

検査 テ行 フ時ハ夏期 ニ ア リテ各程度 ノ反慮結果

二分 チ得 ラ レ、上述 ノ根嫁 ノ下 ハ豫後不可能 ノ

判定 テ行 フコ トナ ラザル ノ ミナ ラズ、余等 ノ考

案 ノ國製品 テ以 テス レバ此 ノ色素 ニテ立派 ナル

中間層 ヲ夏期 ニテモ現ハ スコ トヲ得 ルモ ノデア

ル。 省之 レ ト同一原理 ニテGuttadiaphotヨ リ

先 二學界 一 提供 セラレタルSteigh6henverfa-

hren(CoPPelsroeder)・ ・幅2糎
、長 サ7糎 位 ノ

紙 ヲ血液 二播込 ム時 ハ血液 ハ毛管現象 一テ上昇

シ來 タリ、各成分各個有 ノ速度 ト距離 二分布 セ

ラル。 此紙 二余等 ハ上述 ノ色素 テ以 テ色 ヅケテ

此操作 ラ結核患者 二試 ミタル彪滴像映 二現 ハル

ル像 ト類似 ノ状態 テ呈 スル ゴ トテ實験 シタ。之

ヲ余等 ハ血液昇映像(Ascendensdiaphot)ト 假

二命名 シテ極 メテ簡 易 二試験 スルコ トガ出來夏

期 ノ検 査 ニモ方法 ガ確 實 ト思 ハ レル。

余等 ノ検査 材料 ハ112例 ニ テ動 的長期 間経過 ト

共 二数次検査 シ死前10分 前 二及 ンデ居 ル(多 敷

標本供寛)。

血型不安定性

先年余等 ハ疾病 ノ重篤 トナル時 「オプエ ク ト」法 ニ ヨリ血型 ノ憂 換 セルガ如 ク見 ユル コ トテ指摘
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シ、A拉 ビニB凝 集原 ヲ失 フハ症状 極 メテ重篤

ナル時ニ シテ豫後 ノ不 良 ヲ示 シ、症状良好 二向

フ時ハ又元 二還蹄 スルコ トテ述 べ タ。此 ノ本態

ハ夫 々 ノ凝集原 ノカ ノ下ル コ トデ アルガ如 ク、

各地方 ニテモ同様 ノ経験 ヲ余 二報 ゼ ラレタルモ

ノガ50ラ 越 エテ居 ル。

肺結核 デハ経過 二從 ヒ血型 ヲ追及 シテ死 二至 レ

ル例22ノ 中

0→A(死 前20→ 死 前,5日)

AB→B(同20→ 同7日)

AB→A(同9→ 同2日)

0→A(同17→ 同13日)

尚 ホ0→A於 イテ重篤 ノ症歌 テ以 テ入院 シ加療

一ヨリテ撒 ケ月後 二輕快退院 セルモ ノア リテ且

A→0→Aト 経過 二從 ヒテ攣換 セ シ如 ク見 工良

好 トナ リタルモ ノモア リキ。 臨躰 的 二興味 アル

生物學的反癒 ト信 ズ。

血 液 比 重

健康者15例 、肺結核患者63例"就 キ テ観察

シ、後者 二於 イテハ死 二至 ル、前数 日乃至敷時

間前 マデ測定 セ リ。

20Co二 於 イ テHammerschlag/Mikroar-

aeometer法 テ用 ピタ リ。健康者 ハ1055ニ シテ、

1050二 基 線 ラ置 キ 肺結核患者 ノ経過 二從 ヒテ

死二至 ル迄追及 スルニ、此 ノ1050以 下 二於 イ

テ動揺 シ、死前10時 間乃 至9日 二至 ラバ突如

トシテ此 ノ基線 テ越 工、然 ル後再 ビ下降 シテ死

二至ル特異 ナル曲線 テ示 ス
。重症 ナ レ ドモ停止

性 ノモ ノハ105f)以 下 ニ シテ著 シキ動揺 ナ ク、

良好 二向ヘバ 以上 二漸 次上 リ來 タル(幻 燈表

示)。

血小板、血液 凝固時間拉 ピー

出血時間測定

BUrker氏 法(25。C5ノー5!30!L健 常 凝固時間
。

Duke氏 法3'-3!0!/一 健 常出血 時間
。Fonio攣

法18-25萬 血 小板健常値。

肺結核各病型 二於 イテ其 ノ経過 中、病症増悪 ノ

傾向 ヲ示 ス場合ハ、死 戦期 テ除 キテハ血小板 ハ

其 ノ増 多 ラ以 テ血液凝 固時間拉 ビニ出血時間 ハ

殆 ド常 二其 ノ短縮 テ以 テ反慮 シ、輕 快若 クハ治

癒 二向 フニ從 ヒテ血小板数 ハ健常値 二近 ヅキ、

凝 固拉 ビニ出血時間ハ再 ビ正 常値 二蹄 ル モ ノ多

キヲ認 メテ居 ル(連 績検査53例 中死 亡例20例)

死 亡前1週 間 二至 レバ此 ノ前梢1上 昇 シ來 タリ

シ血小板撒 ハ急 二減少 シ、次第 二其 ノ減少 ノ度

テ加へ、血小板最高値 ノ最 大1/12、 最 小1/2ノ

減 少 テ示 シ、大 多撒 ハ1/4以 上 ノ減 少 テ示 シテ

居 ル質的 ニモHorwitzノ 分 類 ニ ヨル第 二型(中

等大 ノモ ノ減 少 シ、第一及 ビ第三型 ノ百分傘」曾

加 ス。其 ノ「アヅー ル」穎粒 ハ病症増悪 スルニ從

ヒ其 ノ撒 テ減 ジ、死戦期 二於 イ テ 著明 デ アリ

Basophilit5tモ 亦 檜 ス(L昭udwig,Vajda)。 血

液凝固時間 ハ死 亡前2-10日 二至 レバ 著 明 ナ

ル延長 テ示 スニ至 リ、高度 ナルモ ノハ全経過 中

ノ李均値 ノ7倍 、最 小2倍 、多 クノ・4倍 ノ延長

度 テ示 ス。

出血時間 モ亦経過 中租 支短縮 ノ傾 向 ヲ示 セル モ

ノガ突如延長 ラ示 シ(死 亡時1週 間 二)全 経過 ノ

李均値 ノ7倍 二達 シタルモ ノァリ(最 小1.5倍)

多 クハ4倍 ノ延長 テ示 ス。

以 上 ノ三者 ・・大艦相關聯 シテ著 明 ナル死 亡前攣

異 テ提供 シテ居 ル。

血液凝固時間 ノ・Globulin増 加 ニ ヨ リ短縮 シ、

Albumin増 加 ニヨ リテ出血性素因 二 傾 クコ ト

ハ人 ノ知 ル塵 デアル。

以上測定 シタル諸例 二就 キテAlbumin,Globu-

1in比 傘 総蛋 白量 ノ測 定 ノ追及的結果 テ封比

スルニ、肺結核進行 ト共 二此 ノ比率 ・・GIobulin

側 二移動 ス。連績1的二其 ノi曾加 ノーi途ラ、タドル

ハ不良 ノ徴候 デアル。赤沈速度終末期遅延 トー

致 シテ経過 中梢 廿曾加 シツ ・アリシ血清蛋 白量

ノ急激 ナル降下 ガ起 リsubnorma1ト ナ ル、此

ノ時 ハPrognose不 良 デアル。

此 ノ際Globulinノ 檜 量 アル場 合 ト正常又 ハ減

量 スル場合 ト、認 メ ラル。此 ノ減 量 アル時 出血

時間 ノ延長強 キハ興 味 ア リ(爾 之 レ ト共 二血液
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粘桐度、屈折度 テ測 定 シタ)(幻 燈表示)。

血清拉 ビニ血漿 ノ蛋 白紫歌反慮 ニハダ ラニー、

マ テフf二 、コスタヴ ァー ンス、 ブリッシュー シュ

ター リンゲ ン等有 名 デ、余等 モ追試 シ久 拙著

「診 断 ト治療」臨時檜刊
、(昭 和8年11月)

血 清 「リパー ゼ」量

Ronau.Michaelis法Stalagmometerノ 小

川攣 法、結核 患者65例 二就 キテ検 セ リ。追及

的 二死 二至 ル迄検 スルニ病勢増悪 二從 ヒ漸次低

値 ラ示 シ、死 ノ直前 二於 イテモ最 モ低値 テ示 ス

(最高15滴 、最 小2.5滴 、 多 キ・・9滴 前後 ニテ

健者33-一 一39滴)9滴 以 内二入 ルハ死 亡前]ケ 月

乃至5-6日 ニ シテ屡kP,週 間 前後 デアル。

弦 二注意 スベ キハ死 ノ直前1週 間以内 二於 イテ

ー過 性 二 「リパー ぜ」量檜加 ラ示 ス事實 デアル

(而 シテ「リパー ぜ」量 ハ 淋巴球絶封数 トー致 シ

テ檜減 シ赤沈速度 ト相反 スル檜減 テ示 ス)(幻 燈

表示)。

血液 「カタラー ぜ」量

血液 「カタ ラー ゼ」量、 「カタラー ぜ」係数、血 色

素 「カタ ラー ぜ」係敷 ヲ井上式法 ニ ヨリテ19例

二就 キテ死 二達 スルマデ追及測定 セル塵 ニ ヨル

ト、何 レモ減少 ノー途 テ辿 リ死前1-2週 二及

ベバ其 ノ減少急激 ニ シテ
、血液 「カタラー ぜ」量

ハ正常膿 ノ4:J,-55%ノ 減 少 ラ呈 ス。

血液 「グル タチ オン」量(G--HS)

血 液 還元 「グル タチオ ン」量 テTunnicliffe法 ニ

テ測 定 シタ(近 時古武氏 ハ本法 二訣貼 ラ 指摘 シ

タガ)総 敷15例 二就 イテ検 セリ。

Hb減 少 セル肺結核 ニア リテハ、 一般 二血液G

-SHi・iEl`加7. 、 貧 血 テ件 ハザル肺結 核 デハ輕度

ノ檜加 テ示 スダ ケデ アルガ、重篤 ノ結核 ニテハ

酸 化「グルタチオ ン」ノ形 二移行 スル コ ト妨 ゲ ラ

レ、還元 「グル タチオン」パ 離曾スモ ノ・様 デ、健

常24-26罷96デ ァルモ ノガ33-29彪%ト ナ

リ、死 亡當 日叉 ハ其 ノ1-5日 前 二至 レバ更 ニ

ナ曾jll:スル。而 シテTunnicliffeニ ョ レバー般 二

Alkalireserve減 退 ・・G-SH量 ノ檜加 ス ト。

血液 豫備 「ア リカ リ」測定 ニ ヨツテモ(健 康者ll

例 、 肺結核60例)肺 結核患者 デ ハ ー般 二減退

シ、50%以 下 ハ豫後不良 ト考 ヘ ラル。

豫備 「アル カ リ」ノ動 キ ト共 二血液像 テ追及 ス レ

バAcidosisノ 白 血球像 テ示 シ テ居 ル(幻 燈表

示1。

血液膠質滲透墜 バ クロー、 中澤第一法 ニ ヨル、

正常値 ・・400粍H,,O高 、 輕症結核 ハ380粍 内

外、重症結核 ハ300粍 二降?、 死 亡前2日 一テ

ノ・258粍 、 死亡當 日200粍 二 降下 セルモ ノァ

リ、全測定例数 ハ35「 プロパー セ ン ト」ノ値 ハ

略 ス1。

血 液 像

既 二文献 ガ山程 アツテ大 膿其 ノ記載 ニツ クシテ

アル、最近本邦文献熊谷一大谷一 栗谷、今村一

宮本、 内田一井川、小宮一本郷、柴 田一林、宮

川一春木、中井等 ノ優秀 ナル業績 ガ アッテ豫後

ニツキ テモ論及 セ ラレ テ 居ル。余等 ノ1919-

1934年 マ デ ノ入院患者 中 ヨ リ検査 ノ比較的 ヨ

ク行届 イテ居 ルモ ノ800例 テ選 ビ、其 ノ中300

例 ハ経過 テ十分 二追及 シテヰル外、他 ノ血液諸

反癒 ト比較 スル コ トガ出來 久 筒其 ノ中 ノ146

例 ハ死亡迄追及 シ得 タ。余 等 ハ弦 二唯從來 ノ文

獣 二見 ル ヨリモ多 クノ例撒 テ得 テ、之 レラ種 々

ナル方面 ノ観察 二資 シタルモ、豫後、就中生命

二關 スル豫後 二就 キ テ ノ所見 カラ練 括 グケヲ本

日ハ弦 デ述 ベ タイ(一 般肺結核 ノ所 見 ハ略 ス)。

赤 血 球(籔)

男 女 二別 ツテ観察 スル ノ要 アルハ勿論 ナ リ。赤

血球 ハ死亡 セザル肺結核症例 二 於 イ テ ハ男 ハ

赤血球藪

{萬)

「 男(%) ■

女(%)

寵 ザ中 死 亡 シ タ ルレ 、死ザ軍1 死亡 ンタ ルレ
i_一 一。・一一

(

;亡 ルレ等

1セ例琶
1ヶ月

以 前

1ケ月

以 内似 内})

・・日i雛 1ヶ月
以 前

1ヶ月

以 内

10日

以 後

600 3 2 3

500-550

ll}
13 20 25 9.5 16 5 0

450-500 19 14 21

ll●5}

17 16 27

400-450 17 23 22 19 50 21 27

350-400 4.5 23 14 21 19 7 42 33

300-350 4.5 13 17 8 10 11

250-300 1 4 11 11 1 5 13

200-250 5 「
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500-550萬 迄 ノモ ノ最 モ 多 ク、重症 トナ レバ

350-150萬 ノモ ノ最 モ多 ク、之 レガ 終末期 二

至 レバ梢 く赤血球檜加(500萬)ノ 傾向 テ取 ル場

合 多 シ、女 ハ比較的輕症 ナル例 二於 イテ・・400

-450萬 最 モ多 ク
、重症 トナルモ同様 ニシテ終

末期 トナ レバ350-400二 至 ル場合多 シ。

血 色 素

(「ザー リー」%(一 分位)ニ テ表 ハス)

死 亡セザル例(中 等症)二 於 イテHb%ハ 男 二於

イテハ80--85%ノ モ ノ34.6%テ 占 メ、女 二於

イテ・・70-75%ノ モ ノ最高卒 ニテ35.6%二 達

ス。死亡例 ニテハ死前1ケ 月 二於 イテ男女共 二

go-一一ss%ノ モ ノ最高 テ保 チ
、死亡前1ケ 月乃至

10日 二於 イテハ男 バー般 二%値 低 キモ ノ増加

スルモ、爾80-85%ノ モ ノ ガ 最 高数 ナルー、

女 二於 イテ・・{10-65%ノ モ ノ ガ最 高 トナル、

死前 ・0日 以 内死直前 マデニ男 子二於 イテハ初

メ・テ下降 ラ示 シ70-75%ノ モ ノ最大 トナル ニ、

女子 二於 イテノ・再 ビ上昇 シテ80一 騎%ノ モ ノ

最高値 トナルハ注意 スベ キデ アル。何 レニ シテ

モ70%以 下 ノモ ノハ時期 ラ言 フコ トハ出來 ナ

ィガ、豫後 ノヨクナィ経過 テ トル ト言 フコ トガ

出來 ル。

血 色 素 係 轍

即 チ死 亡 セザル例 二於 イテ・・男女共 二Hypoc--

hromノ モ ノ 多 ク、Hyperchromナ ル例 ノ四

倍 二當ル、死亡 二近 ヅクニ從 ヒ男ハ殆 ン ド憂化

テ認 メザルニ、女 一 於 イテハHypochromノ

モ ノ次 第 二減少 シ、Hyperchromノ モ ノ檜加

スル傾向 テ示 スコ トハ特筆 スベキデアル(血 液

量 ハ重症 ニハ檜加 シ終末 二梢 支減 少 テ呈 ス)。

iHypochrom
.Hyperchrom.

i男%

死 亡 セザ ルレモ ノ(中 等 症)i77.5

黎{難騰i;
↑

/
0
ク
ノ

一

3

9

男

9
ム

9
召

1

0
劃

　

%

「
0

8

4

3

女

8

7

7

7

女%

2.520

22

126
20↓27

赤血球 ノ直径

GUntherノ 分類 二從 フ。

6.1L9.0μ テ正常域 トシ、7・4-一一8・2!・ラ主域、

6・(;-7・Ll/eテ 下 域、8.2-9.0μ テ 上域 トシ、

之 レ以外 ニテ以上 ラMakrozyten、 以 下 ラMi-

krozytenト セ バ健康者 ニ ヨリテハ主域6.6%、

上域21.4%、 下域11.3%デ 、此 ノ以外 ハ僅 カデ

上下合 シテo.7%二 過 ギナ ィ。 全禮 ノ李均値 ハ

7・89μ ニ アタル(32名 健 常者) 、 肺結核 患者 茄

名内経過 テ追 ヘルモ ノ30名 中25名 ハ死 亡マ デ

追 及 スル コ トテ得 タ。 直後 ノ李均値 ハ死前期 二

於 イテ檜大 スル例 数%多 久 死 亡 日二・・85二

之 レテ見 タリ、即 チ死前6日 ヨリ檜大 シ死 前2

日二於 イテハー時低 下 スルモ再度増大 ス。

Makrozyten及 ピMikrozytenノ 病 的出現 ハ

共 二死 亡前1週 間迄 ハ20--30%ナ ル モ、死前

6日 二到 リ・SO%V上 トナ リ、死 亡 日 二 於 イテ

・・70%ト ナ ル、Mikrozytenハ 死 前2日 ニー時

低 下 テ示 スモ死 亡 日ニハ70%ト ナル。

死 亡前1週 間 ヨリ急 二上域正 常値以上 ノ%テ 有

スル例激 ノ壇加 ラ認 メ、死 前2日 一時減少 シテ

略k50%ト ナ ルモ、死 亡 日二於 イテ85%二

達 ス、下域 ハ死前6日 迄 ハ正常卒均値以上 ノ%

テ有 スル例撒 多 ク、50%二 達 ス ル モ6日 ヨリ

ー時減少 シ
、死前2日 ニー時檜加 スルモ後減少

シ死亡 日ニハca50%二 涙 ル。

而 シテ、 死亡當 日 ノ赤 血球 直脛 ハ8.3μ トナル

(4S常 値7.89μ)(幻 燈 表示)。

網 欺 赤 血 球

結 核患者112名 中27名 一 死 二至 ル 迄連績検査

ス。輕症者 ハ10%以 内、重驚 二向 フ時ノ・上 昇

シテ50%内 外 二達 ス、死前1週 間 二至 レ バ 漸

次 下降 シテ正常値 〔5.2-7.1)二 至 リ死 直前 二僅

力上昇 ノ模檬 ヲ示 スモ ノ60%二 當 ル(上 昇 ノ儘

下降 スル コ トナ ク死 二至 ルモ ノ及 ビ少 シモ憂動

ナ キモ ノ少数 アリ)。

死前3週 間 二至 レバ、網歌赤血球 ニハ血型 ノ如

何 二拘 ラズ其 ノ第 一型 即 チ幼若型檜加 シ、死前

1週 間以 内一入 リ下降 セル場合 ニハ殆 ド第1型
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ノミヨ リナル ト考 フル ラ得 ル値 トナル。

斯 クノ如 キ幼若型 ハ大部分其 ノ直径李常 ヨリ大

一 シテ此 ノ下降時期 二於 イテハNormoblasten

ノ幾 現 テ登見 セルモ ノL)・1,%二 當 ル。

網 黙赤血球 ±曾加 ノ時期 く・5c-)%拉ビニ死前1週 間

以 内二於 ケ ルMikrorespirometer(Parcroft)

ノ値 ・・弦 二報 告 スル様 ノー定 ノ結 果 テ與 フルニ

到 ラズ、 サ レドモ正 常値 内外 又 ハ梢 支充進 テ示

シ機能 的 二Ersch6pfungヲ 起 シ居 ラザルコ ト

ハ明 カデ アル(幻 燈表示)。

白 血 球

白血球反慮現象 ハ血球反慮 ノ主 ナルモ ノデアツ

テ、肺結核 デハ豫後 二観 察鮎 テ置 ク時 ハ赤 血球

ノ墜化 ト拉行 スルモ ノデナ イ即同様 二同時 二侵

サ レテ クルモ ノデナ イト考ヘ ル ノガ至當デアル。

白 血 球 籔

重 篤 二向ヘ バ 其 ノ総撒 上昇 シ10000内 外 トナ

リ、15000ラ 示 セルモ ノノ・大 部分死亡 シ、L'OOOO

以 上 テ計 セルモ ノ凡テ死亡 シテ居 ル。此 ノ全経

過 中最高値(余 等 ハ8-7萬 ノ例 テ見 タ)子 示 ス

時期(死 ノ1週 間乃 至當 日ニテ)及 ビ此 ノ時期 テ

経 過 シテ白血球撒 ノ降下 ノ示 ス事實 ハ著 明 デア

ル。其 ノ時間的 關係 ・・次 ノ如 クデ アル(余 等 ノ

例 中正常値又 ハ夫 レ以下 ノ数 ニテ経過 セル結核

症 アリタルモ、之 レ・・Serositisテ 合 併 セルモ

ノガ多 クアツタ。此 ノ意義 ヨ リ別 二骨髄機 能 ノ

検査 ガ必要 デ アル)。

経 過 中

白血 球
ノ最 高

14000

38800

23200

23100

41200

20700
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13000
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激

シ
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迄

時
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日
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ヲ

テ
死

ノ

「イ

ー
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1

1
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F∂
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球 数
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32200
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10300

19300

】9700

14200
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18200

12500

23800

15500

査
亡
問

検
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ヨ
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間

間

間
間

時

時
時

時
8時 間10分

5時 間

4時 間30分

2時 間

3時 間

白 血
球 数

差

1900

6600

10100

4700

21900

100
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7000

4300

500

9000

2100

12500

17100

14200

15000

14500

14700

17600

36600

20400

30200

73200
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日
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日

1

2
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5

1
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1
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115005時 間30分1000

1420040分2900

1020015時 間4000

1220017時 間30分2800

1200010時 間2500

]180011時 間2900

・1580018時 間1800

294002時 間7200

1350010時 間6900

2320012時 間7000

332005時 間10000

850014時 間22300

中 性 嗜 好 球

8《1-85%二 達 ス ル 時ハ重症 ト考 ヘザ ルベ カラ

ズ。而 シテ、此 ノ時期 ニハ條件次 第 ニテ死 二至

ル可能性 ア リ。

85-90%二 至 レバ豫後不良 テ罷悟 セ子バナラヌ

ケ レドモ恢復 ノ望 ナ シ ト稻iスルモ ノデハナィ、

此 ノ如 キ組合 セハ死前3ケ 月 二於 イテ甑 二現 バ

レルコ トガ少 クナ ィ。

90%テ 上 ル場合 ハ恢復 スル例外 ト考 フベ キデ此

ノ時ハ多 クハ淋 巴球 ノ所 見 ガ爾梢 気良好 ナル時

デアル。90%テ 越 エ ル時期 ハ死 前4週 間 ナルゴ

トアル モ多 クハ2週 間以内 デ アル。

核 ノ左方推 移ハ常 二高度 デアッテ(輕 度 ノモノ

ハ凡 テ ノ肺結核 二之 レヲ見 ル)其 ノ推 移皮50テ

越 ユルモ ノ死前4週 ナルコ トアルモ、多 クハ死

前2週 間以 内デアッテ骨髄 細胞 ノ出現 スルモノ

ハ不良 ノ好 目標 デ アル(而 シテ核 ノ推移 ハ大多

数 ガ再生性 デアルケ レ ドモ退行性 ノ場合 モ現 バ

レル。之 ノ・死 ノ直前 ノ現象 デ アル コ トモ アル)。

術 中性嗜好球 ニハ 中毒性穎粒 ガ現 バ レル。 此

ノ中毒穎 粒 ノ染色法 二・・Freifeld,Mommsen

ノ雨 法 アルモ、余等 ハ後者 テ探用 シタ。健康人

115名 ノzF均 ハ1-15%、 訣 如 セルモ ノハ2例

ノ ミ。70-100%ノ 出現傘 アルモ ノハ絶封撒 ト

シテ8000以 上 ノ時 ・・豫後不良 ナル ラ知 ル。

省死 亡前2-3週 間 ニー時輕度 ノ減少 テ示 スモ

再 ビ上昇 シテ死 スル場合多 シ。80%二 達 セルモ

ノニ シテ輕快退院 セルモ ノアリ(幻 燈)。

脂 肪 穎 粒

脂肪穎 粒 ハ「エ」細胞穎 粒 ノ大 キサ ト比 較 シテ3
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型 二分 ツ時、穎粒 同大 ナルモ ノ ト之 レヨリ大 ナ

ルモ ノトガ肺結核 二際 シテ著 明ナル動揺 ラ示 ス

コ トラ確 メタル ラ以 テ78例 二就 キ動 的 二追及

シタ。死 亡前2週 間 二於 イテ最高値 二達 シ、30

--63%二 至 リ
、死亡前1-7日 二減少 ラ來 タス

(幻燈)。

白 血 球 ノpH

Mikromaniplator(P6terfi)ニ ヨ リテ核 、原形

質、穎粒 ラ別 二pHテ 測定 シ死 亡前3週 間内

一・・漸次sauer二 傾 キ來 タ リタルモ ノガ
、死 亡

前1週 間以 内二於 イテ比 較的急激 二alkalisch

二傾 ク(Kern二 於 イテ最 モ著 明 ナ リ)(幻 燈 表

示)。

白血球酸化還元電位差及 ビrHノ 測定

白血球俘游液 二混 入 セ ル 赤血球 ハConant及

ビ余等 ノ研究 ニ ヨ リ何等 電位 ヲ起 サズ
。

死 亡例 ハ何 レモ降下度急激 ニ シ テ 降下範園著

明 ナリ。W.H.Clark二 從 ヒ還元 ノ強 サヂrH

ニ テ表 ハス時 ハ

EhrH==一一logpH2=(18"C)
0.0289ノ

ニ ヨリテ表示 ノ値 テ得
。

30分鞄 鮮 下度3・ 分後
ノ・H

健 測睡 者(5{列)十 〇.009～ 十 〇.05十17.';～ 十16 .7

輕 症(8例)十 〇.02～ 十 〇.04十18.2～ 十15.0

講(死 亡 例3-27日動的所 見)+…42-+…7+・6・7-+・4.・

由是観之、疾病 ノ重篤 二向 フニ從 ヒrHノ 値 ハ

ー時上昇 セ シモ ノガ減少 セ シモ ノガ減 少 ノ傾 向

ラ示 シ、電位降下度急激 ニ テ 降下範園著明 ナ

ルモ ノ・・豫後不良 ナル コ ト テ暗示 ス
。以 上ノ・

Potentiometerニ ヨル測定 ニ シ テ 色素 ニ ヨル

モ ノハ他 日二譲 ル(幻 燈表示)
。

白血球游走速度(超 生謹染色)

Commandon(勝 沼)ノ 活動 爲眞 法、Jolly(杉 山)

ノ紙上描 爲法 テ併 用 シタ。健康者16例 二於 ケ

ル白血球速度 ハ23-35μ/分 デアツタ
。Philip-

obornハ 肺結核 患者 ノ白血球游走速度 ノ減少 テ

見 タ。

余等 ハ肺結核患者 白血球游走速度 ヲ27例 二就

キ追及的 二検索 シ、18例 テ死 亡 二 至 ル迄追及

シタ庭 ニ ヨル ト、死前3ケ 月乃至10日 二於 イ

テー時速度 ノ上昇?示 シ、速度 符分平均44μ 一

及 ブモ ノアリ。次 イデ死亡當 日乃至前 日二於 イ

テ数 日前 二示 シタル速度低下 ヨ リ再 ビ明 カニ上

昇 ヲ示 スモ、2吻 内外 一止 ル。而 シテ10〃/分

以下 ナルモ ノハ凡 テ死亡 セ リ。

形態的 ニモ死 亡撒 日前 ヨ リ白血球膨大 ヨ リ萎縮

二陥 リ「ノイ トラル」赤 ニ ヨリ超生禮染 色鮮明 ト

ナ リ、 且膨大 ナル穎粒登 現 ス。核 ノ認識 モ明瞭

度 テ増軸スモ遂 ニハ叉不 鮮明 トナル(幻 燈表示)。

白血球貧食機能

検査総数77例 、死 亡例23例 、何 レモ動的 二追

及的 二経過 シ検索 セ ル モ ノデアル。静的断面

的貧喰率 ・・意義 ガ 少 イ。 余等 ハRadsmaガ

Hamburgerノ 下 デ行 ツタ澱粉貧喰法 一 ヨル非

特異的貧喰機能 テ検 セン トシタ爲 メデアル。卸

チ白血球300中 二於 ケル貧喰球数 テ比較 シタ。

30例 ノ健康 者 ニテハ貧喰機能 ハ14--1多 クハ

10内 外 デアル
。肺結核 二於 イテ ハ 著明 ナ動揺

ヲ呈 スルモ白血球 暦多症 トハ必 ズ シモ蚊行 セザ

レドモ畿熱 等全 身症邦犬檜悪 ノ際 ハ其 貧喰機能殆

ン ド常 二充進 シ攣動 多 ク波動 シツ ・30-40以

上 二承 ブコ トァ リ。又重症 ト認 ムベ キ場合 ニ ア

ツテ其 ノ機能憂動少 キコ トー見輕症者 二於 ケル

ガ如 クナ レ ドモ、機能 衰退 ト解 スベキモ ノニ シ

テ豫後重篤 ノ徴 ト考 へ子バナ ラヌ。

死亡 セル例 二就 イテ見 ルニ、死 亡前6-22日 ヨ

リ貧喰機能急 二充進 シ死直前 二於 イテ凡 テ機能

ノ減 退 テ認 メ(「ツベ ル クリン」大量注射 ハ 此 ノ

作 用 テ高 ム)豫 後判定 ニー根檬 ラ與 フ(幻 燈 表

示大。

白 血 球 抵 抗

シマル フ氏法 ニ ヨリ實験例27例 内 δ例死 亡
。

從來 ノ文献(シ 、ル ツ・ワ ィナ ン ド、須 野)一 ヨレ

バ静 的 二見 テ病疑 ノ輕症 二關係 ナ シ トセ ラル ・

モ ノナルニ、余等 ノ経過 テ追及 シテ死 二至 ル測

定 ニ ヨレバ、病憂 ノ高度 ナルニ從 ツテ抵抗値 ノ
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減 少 テ見(ll.7%二 至 レルア リ)死 前1日 二非常

ナル 抵抗値 ノ 上昇(80-90%二 至 ル)ラ 見 ルモ

ノノ如 クナ リ.症 獣輕快 セ バー時減退 セ ル抵

抗値 ハ正 常値(余 ノ測 定36.6-72.5%)二 戻 ル

(幻燈表示)。

網 内 系 機 能

Adler-Reimann氏Congorot法

實験例 健康者IL)例 経 過 テ追 ヒ死 二至 ル肺結核

33例 、輕症 ナル間 ハ 係敷正 常値(72.9-51.4)

乃 至40ニ テ機能 充進 ラ示 シ、中等度 トナルニ

從 ヒ係撒(80-60)ト ナ リ、重症 二及 ベバ70以

上 二達 スルテ常 トスルモ、死前1-2ケ 月 二於

イテ著 明 ナル係撒下降期(機 能 充 進)ラ 見、次 イ

デ死直前 ヨリ2週 間以 内二於 イテ係数上昇期 現

ノ・レ、此 ノ上昇 ノ初 メ、 父ハ此 ノ期間 中二死 ス

ルモ ノ多 シ(幻 燈表示)。

淋 巴 球

肺結 核豫後判定 ニハ此 ノ消長態度 ハ最 モ重要 ナ

ル指針 デ與 ヘル。10%以 下 ハ死亡例 二於 イテ

屡 ヒ見 ラレ、0.5%ラ 示 セルモ ノハスベテ ノ例

二於 イテ死亡 シ居 レリ.

死 ノ2日 前 二16%テ 呈 シ、當 日0・5%ト ナ ル

モ ノ・如 キ例 外 ガ アル。10%以 下 ニテ死亡 セザ

ルモ ノ3.1%ア リ タリ(内1/3ハEosinophilie

ノア リシ例 デ アツタ)。

淋巴球絶封数 ハ500以 下 ハ死亡 ス ト考ヘ ラル。

淋巴球 「アヅール」穎粒撒及 ビ淋巴球原形質 ノ盤

基嗜好性死亡前10日 頃 ヨリ「アヅール」穎粒 ヲ

有 スルモ ノ ・10%以 下 二下 ルモ ノナ レ ドモ、

此 ノ検査 ハ必 ズ動 的 二決 定 スル ノ要 ガアル。 又

結核 性疾 患 テ有 スル モ ノ・〔Basophilit5tテ ー

定度 マデ有 スル淋 巴球〕ノ%ハ 健康 成人 一テハ

10%以 下 ナルニ比 シ高値 ナ リ。死亡例 ノ多 ク

ノ・21-40%ナ レ ドモ50-70%ノ モ ノモ稀 二現

ハル。死亡前10日 内二至 レバ コノ程度 テ保 ツ

カ僅 ヵ一上昇 スルモ死前 二降下 テ示 スモ ノ屡忠

現 ハル ・ハ注意 スベキ鮎 デアル。

「エオ ジン」嗜好球

死亡例 二於 イテ 死當 日迄 ニ ハ 全部清失 シテ居

タ。消失 ノ時期 ハ死前4週 間 ヨリ死當 日二至 ル

間 二於 イテナ リ。最 モ多 キハ死前10日 前後 デ

アル。死前10日 以 内 二於 イテ全患者 ノ74%二

既 二消失 シテ居 タ。喀疾又ノ・肋膜滲 出液 二於 ケ

ル「エ」球 ガ血液像 トー致 セザル コ トアルハー般

血液 ト組織 及 ビ骨髄 「エオ ジノブ・リー」ガー致

セザル コ トガ アルガ如 ク之 テ以 テ豫後判定 ノ資

トナステ得 ナ ィ。 ソ ノ際 ノ核推移 ノ所 見モ血液

像 トハー致 テ見 ナ イモ ノデ夫等 ノ鮎 二於 イテハ

夫 々別 個 ノ研究 ラ侯 タ子バ ナラ ヌモ ノデアル。

K.V.1.

0・4ヨ リ大 ナル場 合豫 後 テ注意 スベ 久1・0ヨ

リ大 ナル時ハ恐 ラク死 二至 ルモ ノ ト考 フルコ ト

テ得。死 亡前10日 以内 ニテ0.3-O.]テ 示 セ

ルモ ノモ少 クナ ィ。

-N

死 亡 セルモノニ於 イテハー般 二12以 上 ニ シテ

死 亡 セザル モ ノニテハ12ヲ 超 エザ リキ、12一

至 ラズ シテ死 亡 セルモ ノアリ、20テ 超 エ タルハ

皆 ソ ノ後甚 ダ速 二死 ノ韓蹄 テ トリタ リ。

L _

23-S.8(本 邦 健康 者)

髭 ≦1ナ ル時 ハ鍬 二於 イテ死 亡 セ リ(7・2・・5)・

Monozyten

結 核 患 者 二 於 イ テ ハMonozyten%Zahlハ

5--10%内 ノ モ ノ過 牛 数 テ 占 ム 。10%以 上20%

二 到 ルrelativeMonozytose又 屡 支認 メ ラ ル。

Monozytenノ%Zahlノ 態度

Mono(%)

15-20

10-15

5-10
0-5

死 亡 セ ザ ルレ例

(中 等 症)(%)

2.5

25

58.5

14

死 亡 例

(%)

2

15

50

33

MonozytenabsoluteZahlノ 態 度

250一 以 上

2000-2500

1500-2000

死 亡 セ ザ ルレ例

(中 等 症)(%)

0

0.7

1.4

例
)
亡
%

』

渇

汚

死
(

0

2

4

死 亡10日

以 内(%)

0

10

26

64

死 前10日

以 内(%)

0

6.0

6,0
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1000-15008.420.514.0

500-一・100045.336.034.0

0--50044.236.040.O

absoluteZahlニ テ ハ1000ノ モ ノー 般 ナ レ ド、

時 二2000--2500迄 ノabsoluteMonozytose

テ 呈 ス。

死 亡 例 二 於 イ テ ハ%Zahlニ テ ・・5%以 下 ラ示

肺 瘍 死 二 至

死

ス場 合多 ク ナ レ ドモ、absoluteZah1ニ テハ

1000以 内 デ示 ス場合最多数 デ アル。1000-1500

/Monozytoseモ 死 亡 セザ ル 例 二比 シ頻繁 ナ

リ.

死前10日 以 内 ニテハ5%以 下 ナル場合最 モ屡

丸ニ シテ、前例 ノ場合 二比 シ著 明デ アル。但 シ

absoluteZahl一 テ大差 ナ シ。

ルレ 白 血 球 像

聡{Neu呵Lymph・'IM・n・ ・E・sin・ ・Ba… 陛 障

死 ヌ}2000ぬ 上9・%以 上鰐
↑12・ 以上1

留200㌫ ・9・-83%lt5-・ ・%0%;i2・ 一 ・21
Il-一 一11

ド ウ カ

ス ルレ ト'

危 ク ナ ルレ

分

ラ

當

カ

タ

ヨ
マ

ハ
ウ

考備

15000-一 一

10000

10000

以 下

i83-75.%ilO-15%1

　

75%以 下115%以 上ltose

t

l

lMonop・1・enie

ll

畿 劉
1
:1-4%

墳 加

(1-4%)

■

12-一 一6

F

6以下隅
1

Serositis強 ク起 リ居 ルレ場 合 等 ・・15000以 下 デ死 亡 スルレ事 ア リ

肺 擁 二於 ケ ルレ血 液 像 ヲ左右 ス ルレガ如 キ合 併 症 ノ存 在 ス ルレ場 合及 ビ老人 、 小 見 ノ

場 合 ヲ除 ク

lKVエ
ー

昭

ー
1

ー
I

l1以 上
＼1

ノ
10.5

i

ノ
＼0.5以 下

一

小見 ノ

11

5過 く一一 一 一 一 一 一 一4週 く

1

3廻 く 2遍 く
へく攣

/遇 ぐ… 十
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Wida1氏Haemokrasie二 於 ケル

白血球 ノ態度

余等 ハ肺結核 ノ重症患者18例 、輕症 患者16例

ニツキWidal氏Haemokrasieチ 検 セ シニ、

次 ギ ノ結 果 ラ得 タ リ。

(1)重 症 ナルモ ノニ於 イテハ殆 ド陽性 ニ シテ、

陰性 ラ示 セルモ ノ・大部分 ハ輕症患者 ナ リキ。

(2)Krise登 現 ノ時期 ハ重症患者 ニテ・・遅延 ス

ル ゴ トアルモ輕症患者 ニハナ ヵ リキ。

(3)百 分 率 ノ動揺 ハ輕症者 二多 ク重症患 者二少

シ 。

(4)白 血 球實撒 二於 イテWidal氏 反 慮攣動 ノ主

膿 ハ中性嗜好 白血球 ナルモ、淋 巴球 ノ態度 ハ特

異 ニ テLeukowidal反 鷹 陽性 ニ シテ、白血球 総

撒及 ビ中性嗜好 白血球 ノ鴇敷 ノ動揺著 シキ場合

二於 イテ・・、淋巴球 實数 ガ圓滑 ナルLeukowidal

陽 性 ノ曲線 テ描 クノ・注 目二値 ス。

(5)Eosino.Mono.ノ 態 度 二就 キ テ ハ ー定 ノ

關係 テ見出 シ得 ズ。

「ア ドレナ リン」ニ ヨル淋巴球拉 ビ

ニ血糖 ノ態度

1000倍 「ア ドレナ リン」溶液(Prokilo().01)テ

皮 下 二與 へ、耳朶 ヨリ20分 毎 二探 血検査 シ淋

巴球 ノ最大値 二達 スル迄 ノ反慮 テ見 タ淋巴球反

癒時間 ハ健康者(33分)ヨ リ輕症者 ハ漸次 促進

シ、重症 患者 ニテハ33%促 進 ス。試験前値 二

恢 復 スル時間的關係 ハ輕症者 バー時上昇 スル モ

直 チニ下降 シ、重症 者 ニテハ20%邊 延 スル。

血糖 二封 スル影響 ハ肺結核患者 ノ室腹時血糖量

二於 イテ・・健康 者 ヨリ多少高値 ラ示 スモ ノ比較

的多 久ProkiloO.01テ 注 射 セノレ「ア ドレナ リ

ン」過血糖上昇卒及 ビ血糖 上昇量 ハ 病勢充進 ト

共 二低減 スル傾向 アルモ、病勢檜悪 ノ際 ノ室腹

時血糖量 ノ増加 ラ考慮 シナケ レバナ ラヌ。

「ア ドレナ リン」過血糖 上昇率及 ビ血糖上昇量 ノ

低 下拉 ビニ室腹時血糖 量上昇 ハ病勢 ノ悪化 ノ傾

向 ラ示 ス モ ノー シテ、豫後判 定 ノー蓼考 ナラ

ンo

総 括

以 上 ノ結 果 ラ綜 合 スルニ肺結核 ノ死 ハ白血球及

ビ組織 ノ防禦装 置 ノ消耗 現象 ニ ヨルモ ノニ シテ

赤血球死 デ・・無 イ ト考 へ得 ル様 デ アル。

而 シテ肺 結核 ノ諸血液反 慮 ハ何 レモ非特 異性 ノ

モ ノナ レ ドモ、廣 ク諸 方面 ヨリノ観 察結果 テ綜

合 スル時 ハ何 レノ反 慮 ニモ共通 ナル生物 學的 ノ

「動 キ」ガアル コ トテ登 見 ス(表) 。 此 ノ「動 キ」ノ

現 ハル ・時期 ト様 式 ラ尚將來 モ多数例 二就 キテ

測定 ラ重 子テ行 フコ トー ヨリ、弦 二肺結核豫後

推 定 二封 シ特異 ナルー根嫁 ヲ見出 シ得 ルモ ノデ

ナ ィカ ト考 ヘ ラル。(完)




